
2025年3月12日～14日 第97回 日本胃癌学会総会
会場：名古屋コンベンションホール

参加者：藁谷,上田,  大浦（研修医）

発表演題
藁谷「Red Dichromatic Imaging（RDI）を用いた胃ESDのWLIとの後ろ向き比較検討」
上田「Red Dichromatic Imaging（RDI）を用いた胃ESDトレーニングの有用性」
大浦「当院における切除不能進行胃癌の化学療法の現状」

名古屋で開催された胃癌学会に各自演題を参加しました。
初期研修医2年目の大浦先生は2年連続で総会での発表でしたが、昨年よ
りも堂々と発表しており成長を感じました。上田先生もするどい質問を
丁寧に回答し、さすが5年目という姿でした。学会のトピックとして、ス
キルス胃癌初期を内視鏡で発見することの重要性や、ピロリ未感染胃癌
の特徴などを含め、実りの多い学会でした。
会期中、福島医大内視鏡診療部の引地教授、中村先生と合流し、大浦先
生のいとこの蕎麦屋でランチを頂き、夜は相馬組で火鍋を囲みました。
不在期間中、様々なサポートをしていただいた病院の方々に厚く御礼を
申し上げます。
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